






























以下、第 2 節で先行研究を概観、第 3 節で研究課題を設定、第 4 節で調査と分析方






























































































た。調査対象者は女子大学の 2 年生と私立高校の 2 年生で、大学生 45 名、高校生 62 名
からアンケートを回収した。無回答が著しく多かった回答者の回答は全て無効とした結
果、有効回答者は大学生 41 名、高校生 57 名の計 98 名となった。大学生、高校生とも






次に、アンケートの質問の詳細を示す。Q1 から Q50 の分析では、「A そう思う＝ 4」
「B どちらかといえばそう思う＝ 3」「C どちらかといえばそう思わない＝ 2」「D そう思
わない＝ 1」と配点し、平均値と標準偏差を算出した。Q1 から Q10 では「英語学習の
目的」に関する質問を「資格・成績・試験」「海外での目的」「文化的な目的」「目的は

























Q31 から Q40 の「英語学習への意欲が高まる声掛け」に関する質問は「抽象的な声
掛け」「英語学習に対しての声掛け」「自分の行いへの肯定的な声掛け」「意欲が高まる








Q41 から Q50 の「英語学習への意欲が下がる声掛け」は「命令的な声掛け」「英語
学習に対しての声掛け」「自分の行いを否定される声掛け」「意欲が下がる声掛けはな
い」の 4 つに分類した。「命令的な声掛け」は「Q41. 勉強しなさい」「Q42. 勉強しない
といつまでもできないまま」「Q43. いつ勉強するの？」、「英語学習に対しての声掛け」






Q51 から Q82 は実用英語技能検定の３級、準２級、２級、準１級 Can-do リストか
ら大学生や高校生にとってイメージのしやすいものを各技能２個ずつ抜粋したもので、
回答者のおおよその英語のレベルを把握するために作成した。４技能全体でチェックさ
れた数を数え、チェック数 0 〜 8 個で 3 級、9 〜 16 個で準 2 級、17 〜 24 個で 2 級、25
〜 32 個で準 1 級レベルとした。







































大学生（41 人） 高校生（57 人）
平均 標準偏差 平均 標準偏差
資格・成績・試験（Q1,Q2,Q3） 3.34 0.77 3.18 0.99
海外での目的（Q4,Q5,Q6） 2.79 1.15 2.73 0.94
文化的な目的（Q7,Q8,Q9） 2.67 1.12 2.69 0.92




大学生（41 人） 高校生（57 人）
平均 標準偏差 平均 標準偏差
英語学習に自信を感じられる時（Q11,Q13,Q14） 3.22 0.90 3.47 0.78
他者からの評価・承認を得られた時（Q15,Q16,Q17） 2.89 1.01 3.14 0.93
危機や優越感を感じた時（Q12,Q18,Q19） 2.94 0.97 3.20 0.89





















大学生（41 人） 高校生（57 人）
平均 標準偏差 平均 標準偏差
英語学習に自信を感じられない時（Q21,Q23,Q24） 3.10 0.95 3.03 1.03
他者からの評価・承認を得られない時（Q25,26,27） 2.75 1.12 2.77 1.11
危機や優越感を感じない時（Q22,Q28,Q29） 2.61 1.12 2.68 1.05











大学生（41 人） 高校生（57 人）
平均 標準偏差 平均 標準偏差
抽象的な声掛け（Q31,Q32,Q37） 2.67 1.08 3.03 1.06
英語学習に対しての声掛け（Q33,Q34,Q35,Q36） 2.82 1.08 3.19 0.96
自分の行いへの肯定的な声掛け（Q38,Q39） 2.60 1.05 2.81 1.05




大学生（41 人） 高校生（57 人）
平均 標準偏差 平均 標準偏差
命令的な声掛け（Q41,Q42,Q43） 3.01 1.05 3.27 0.97
英語学習に対しての声掛け（Q44,Q46,Q47） 3.12 1.08 3.31 0.97
自分の行いを否定される声掛け（Q45,Q48,Q49） 3.14 1.07 3.23 0.96














級レベルと準１級レベルの学生が多いのに対し、高校生は準 2 級と 3 級レベルの生徒が
多いことがわかる。また、大学生回答者の半数以上は 2 級・準 1 級相当の英語レベルを
取得しているのに対し、高校生回答者の半数以上は 3 級・準 2 級レベル相当の生徒であ
ることがわかる。
表６　回答者の英語レベル
回答者 3 級 準 2 級 2 級 準 1 級
大学生 10%（ 4） 22%（ 9） 36%（15） 32%（13）
高校生 25%（14） 42%（24） 21%（12） 12%（ 7）
（　）内は人数
5.6.2　学校での英語学習が始まった時期
回答者の学校での英語学習が始まった時期（Q83）は、「小学校 3 〜 4 年生」と答えた
人が、大学生は 32％（13 名）、高校生は 28％（16 名）と一番多い。大学生で次に多かっ
たのは「中学校入学時」で 24％（10 名）であるが、高校生は「小学校１〜２年生」の時
に始まった人が 23％（13 名）と 2 番目に多く、違いが見られた。これらのことから、大








始めた大学生は 30%（6 名）と高校生の 17%（4 名）より多く、大学生も高校生も「小
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学校１〜２年生」までに英語学習を始めた人の割合が高いことがわかった。
学校の英語の授業が始まる前の英語学習では、大学生 40 名、高校生 57 名から回答を









て、大学生 41 名、高校生 57 名から回答を得た。大学生は 66%（27 名）の回答者が、
高校生は 58%（33 名）の回答者が「高かった」もしくは「どちらかといえば高かった」
と答え、大学生の方が意欲が高かった人の割合が多かった。一方で「低かった」もしく
は「どちらかといえば低かった」を選んだ大学生は 34％（14 人）、高校生は 42％（24 名）
と高校生の方が少し多い結果となった。
「高かった」もしくは「どちらかといえば高かった」を選んだ理由（Q88）について、








現在の授業外の英語学習に対しての意欲（Q89）は、大学生 41 名、高校生 57 名か
ら回答を得た。「高い」もしくは「どちらかといえば高い」と答えた大学生は 49%（20
名）、高校生は 60%（34 名）、「低い」もしくは「どちらかといえば低い」を選んだ大学
生は 51%（21 名）、高校生は 40%（23 名）であり、高校生の方が意欲は高いようだ。
─ 42 ─
「高い」もしくは「どちらかといえば高い」を選んだ理由（Q90）について、大学生
18 名、高校生 29 名から回答を得ることができた。大学生は「海外に行きたいから」と
答えた人が 22％（4 名）、高校生でそのように回答した人はおらず、大学生の方が割合




ら」と答えた大学生は 14％（3 名）、高校生は 7%（1 名）、「必要ないから」と答えた大
学生は 9％（2 名）、高校生は 7%（1 名）と、高校生よりも多かった。しかし、「難しい
から」と答えた大学生は 5%（1 名）、高校生が 21％（3 名）、「つまらないから」と答え





回答者 リーディング リスニング ライティング スピーキング
大学生 12%（ 5） 23%（ 9） 0%（ 0） 65%（26）
高校生 11%（ 6） 23%（13） 16%（ 9） 50%（28）
（  ）内は人数
表 14 が示すように、授業外の英語学習で高めたい技能（Q91）に関しては、大学生
40 名、高校生 56 名から回答を得た。まず、大学生も高校生も「スピーキング」を高め
たいと回答した人が一番多いことがわかる。一方で「リスニング」と答えた大学生は
23%（9 名）、高校生は 23%（13 名）であり、「リーディング」を高めたいと答えた大学








現在の英語の授業に対しての意欲（Q92）について、大学生 41 名、高校生 56 名より
回答を得た。大学生の 37%（15 名）が、高校生は 55%（31 名）が「高い」もしくは「ど
ちらかといえば高い」を選び、高校生の方が現在の授業への意欲が高い人が多いことが
わかる。
選択した意欲の理由（Q93）については、大学生 35 名、高校生 46 名より回答を得
た。意欲が高い理由について、大学生 12 名、高校生 30 名より回答を得た。大学生は





いから」と答えた大学生は 14％（3 名）、高校生は 5％（1 名）、「興味・関心がないから」
と答えた大学生は 10％（2 名）、高校生は 5％（1 名）、「つまらないから」と答えた大学
生は 10％（2 名）、高校生は 20％（4 名）、「難しいから」と答えた大学生は 5％（1 名）、
高校生は 20％（4 名）と、大学生と高校生では英語学習の捉え方に違いが見られた。
5.8.2　英語の授業のレベルは自分に合っているか
英語の授業のレベル（Q94）について、大学生 41 名、高校生 57 名より回答を得た。
自分に「合っている」もしくは「どちらかといえば合っている」と答えた大学生は
56%（23 名）、高校生は 76%（43 名）と高校生の方の割合が高かった。また大学生の
44%（18 名）と高校生の 24%（14 名）が「合っていない」もしくは「どちらかといえ
ば合っていない」を選んだ。
5.8.3　授業で使用している教科書・副教材
授業で使用している教科書のレベル（Q95）について、大学生 41 名、高校生 57 名か
ら回答を得ることができた。「合っている」もしくは「どちらかといえば合っている」






授業で使用している副教材のレベル（Q96）について、大学生 41 名、高校生 57 名よ
り回答を得た。「合っている」もしくは「どちらかといえば合っている」と答えた大学
生は 45%（19 名）、高校生は 79%（45 名）であった。一方で、大学生の 32%（13 名）、
高校生は 14％（8 名）が「合っていない」もしくは「どちらかといえば合っていない」




57 名より回答を得た。大学生の 83%（34 名）、高校生の 74%（42 名）が「当てはまる」
もしくは「どちらかといえば当てはまる」を選び、授業は答えやすい雰囲気であること
がわかる。しかし、「当てはまらない」もしくは「どちらかといえば当てはまらない」














リーディング 98%（40） 37%（14） 36%（20） 14%（ 8）
リスニング 0%（ 0） 16%（ 6） 23%（13） 36%（20）
ライティング 2%（ 1） 10%（ 4） 30%（17） 27%（15）
スピーキング 0%（ 0） 37%（14） 11%（ 6） 23%（13）
（　）内は人数




ものと答えた大学生は 98%（40 名）、「ライティング」と答えた学生は 2%（1 名）であ
り、「読解」中心の授業が行われていると言える。一方で、高校生は大学生に比べて比
較的バランス良く 4 技能を高めるアクティビティを取り入れているようで、授業でのア




具体的な活動（Q99）については、大学生 41 名、高校生 56 名より回答を得た。リー













授業中の先生の使用言語（Q101）について、大学生 41 名、高校生 56 名より回答を
得ることができた。「英語と日本語」と答えた大学生回答者は 90%（37 名）、高校生回
答者は 87%（49 名）と一番多かった。「英語のみ」と答えた大学生はおらず、高校生は
2%（1 名）がそう答えた。また、大学生の 10%（4 名）、高校生の 11%（6 名）が「日
本語のみ」と答えた。
回答者自身の使用言語（Q102）について、大学生 40 名、高校生 56 名より回答を得
た。「英語と日本語」と答えた回答者は大学生が 80%（32 名）、高校生が 81%（45 名）
と多かったが、「日本語のみ」と答えた回答者が大学生では 20%（8 名）、高校生は 14%
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（8 名）となった。また、「英語のみ」と答えた大学生はおらず、高校生は 5%（3 名）で
あった。
先生の授業での使用言語の希望（Q103）について、大学生 41 名、高校生 54 名から
回答を得た。「英語と日本語」を選んだ大学生は 73%（30 名）、高校生は 78％（42 名）
と多かったが、「英語のみ」と答えた大学生が 24%（10 名）、高校生が 18%（10 名）と
大学生の方が割合が高い結果となった。少数派ではあるが、「日本語のみ」と答えた大
学生は 3％（1 名）、高校生は 4％（2 名）であった。
5.8.7　授業中の発言













回答者は 17%（9 名）であり、32％（17 名）の人が「わからない」と答えた。
授業中の発言（Q106）において、「正しい答えを言った場合先生は褒めてくれます
か」という問いに対して、大学生 30 名、高校生 45 名より回答を得た。大学生は 93％
（28 名）が、高校生は 69％（31 名）と「当てはまる」もしくは「どちらかといえば当
てはまる」を選んだ回答者が多かった。それに対して、「当てはまらない」もしくは




宿題（課題）の有無とその量について、大学生 41 名、高校生 55 名より回答を得た。
「宿題や課題はでているか」という質問（Q107）に対して、大学生は回答者の全員（41
名）が、高校生は 77％（42 名）が「当てはまる」と答えた。量（Q108）については、
「適切」と答えた人が、大学生 59％（24 名）、高校生 71％（29 名）と多い。また、「多い」
と答えたのは大学生 32％（13 名）、高校生 20％（8 名）と大学生の方が多かった。「非
常に多い」「少ない」「非常に少ない」と答えた回答者は少なかった。





ペアワークの有無について（Q110）、大学生 41 名、高校生 54 名より回答を得た。大













ペアワークの感想について（Q112）は大学生 21 名、高校生 42 名より回答を得た。






は大学生 25％（5 名）、高校生は 18％（7 名）で、「特に何も思わない」や「悪くはない
けど良くもない」などの感想が述べられた。
5.8.10　グループワーク
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This research examines ways to improve learners’ motivation for learning English, focusing specifically 
on whether cooperative learning in English classes is effective or not. Data was collected, and analyzed 
concerning learners’ differences in purposes of learning English, motivation for the classes, and whether 
they believed that cooperative learning is effective in enhancing motivation.
There were 98 participants including 41 Japanese university students and 57 high school students. 
In this study, a questionnaire composed of 115 questions was used. The questions focused on students’ 
purposes of learning English, factors which increase or decrease willingness to learn English, remarks 
which motivate or demotivate learners, the English levels of the subjects, their previous English learning 
experiences, and their present English classes and teachers.
Results show that both high school and university learners are extrinsically motivated. However, in 
terms of willingness to learn English, it was found that university students have lower willingness than 
high school students. Finally, English classes in both university and high school utilize a cooperative 
learning approach, and the participants of this study have favorable feelings towards cooperative learning. 
From this result, it is possible that cooperative learning helps learners to be more intrinsically motivated 
towards learning English. However, it is important to adopt cooperative learning which suits the learners’ 
proficiency levels and other specific characteristics.
In conclusion, cooperative learning can be intrinsically motivating, although activities should be care-
fully prepared to be suited for the proficiency and intellectual levels of the learners as well as the group 
dynamics of the particular class.
